
８　家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係
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単式収支家庭簿記における財産売買の認識とその間題点

山梨ﾆち教育　常秋　美作
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売買である。特

売買行為が見られる

に、近

ての株式売買が

簿記の場合、こ

比較

たと

年に至っては効率的な

的多く見受けられると ころ

えば

資産

〔(社)日本家政学会

土地、建物、金

運用（俗にいう財テ

である。本報告では、単

簿記の場合、このような売買が如何ように会計処理され、そこでの問題

たい。

単式収支家庭簿記とはそこで定義された現金の収支を基本にして記録計

であるが、単に単式収支家庭簿記といっても様々であり、また、そこで

きや用語の概念が簿記にようて多少異なることがある。更に、家計ない

析、研究資料として総務庁によるＦ家計調査」の結果が多方面で幅広く

そこで、これらの点を踏まえて、ここでは、総務庁が家計調査で用いる

にして考察を進めることにする。

上、この種の家庭簿記は現金以外の有高をもたないため、財産売買につ

が交換取引として処理される。これは一切の取引が等価であるという認

ある。しかし、この認識には概念的な内部矛盾が起こる。即ち、「実収

産の増減として概念規定しながら、売買によって差額{ 差益差損）が生

額が明かに実質的な資産の増減であるにもかかわらず、これに含まれな

る。なお、このような問題は財産の売買に限ったことではなく、貸付金

れ）や借入金の減免・免除の場合にも生ずる。

理論食料費試算法とその展開（第16報）

　　現代の生活時間構造の変化と食料費
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　目的　生活の充実へのニーズか、モノの量の拡大・高質化から、心の満足・生きかいへ

とうつり、食生活の設計E も新しい目が求められるようになって来ている。今回は食事に

かかわる生活時間の性格と、食料費の間にどのような関連があるのかを見出し、新しい生

活時間の設計に対応する食料費の算定に、理論的な手がかりを得たいと考え手がけた。

　方法　先づ現在の人々が食事に期待している機能を調べて、ここから目的的消費（食べ

る楽しさに直結するもの）としての食料費部分を推定する。これを更に①食事の雰囲気を

楽しむもの、⑧提供される料理の味・技能等を期待するものに分ける。前報に準じてこれ

ら二者のそれぞれの平均倍率を求めて、目的的消費としての性格の食料費部分にも、具体

的な性格の特色のちかいによって、二者の平均倍率に差のある実態を把握する。この方法

によって、幾とおりかのモデル的生活時間構造（特に目的的消費時間の比率に視点をおい

た）を設定し、多様な時間構造に対応した食料費の計画・検討のための基準を作成する。

この結果を個別の家庭においても利用か出来るように。上記で得た基準値等をコンピュー

ターに入力しておき、これに各人・各家庭等の時間構造と用いた食料費等を入力すれば、

それに対する評価と共に、もし問題点かあれば、改善方法等も提示されるようにする。

　結果　物の時代から心の時代への変化は、人々に生活時間経営の重要さを、強く求める

ようになったか、この新しい事態に、経済と時間とを統合した視点で対処できる。－つの

具体一例となり得るものと考｡える。今後ともその改善に努力したいと考えている。


